
■主要財務指標（連結）

当期の業績概要

　当期における内外経済は、本年 3 月迄は新興国におけ

る高い成長率や政府の景気刺激策等により緩やかな回復

傾向が見られたものの、3 月 11 日に発生した東日本大震

災の影響により、特に国内環境が激変しました。

　そのような状況下、当期の売上高は、事業統合による

子会社の連結除外※に伴う影響も相まって、前期比 20.2

％減の 3,416 億円となりました。セグメント別内訳は、

コンシューマが前期比 25.2％減の 2,520 億円、システム

が前期比 6.8％増の 465 億円、その他が前期比 9.0％減の

430 億円となりました。

　時計は、世界的なプロモーション活動の効果もあり、

「G‒SHOCK」、「EDIFICE」といったブランドが、北米や

アジアを中心とした海外市場で好調に推移し売上を拡大

しました。また、女性向けメタルアナログウオッチ

「SHEEN」のラインアップを拡充し、女性向け時計市場

の開拓を図りました。電子辞書は「EX‒word」シリーズ

の販売が堅調に推移し、引き続き、国内で圧倒的なシェ

アを確保しつつ、中国で売上規模を拡大しました。デジ

タルカメラは、美しく芸術的な写真を簡単に撮れる

HDR アート機能を搭載した「EX‒ZR100」やモニターと

フレームの回転により自由な撮影スタイルを実現した

「EX‒TR100」などの高付加価値商品を開発・投入しまし

た。

　損益につきましては、コンシューマの営業利益は 165

億円となり大幅に改善しました。時計や電子辞書は引き

続き高収益性を維持しました。システムはプロジェクタ

ー立ち上げの一時的なコスト要因により、14 億円の営

業損失となりました。その他は 5 億円の営業利益となり

ました。この結果、調整後の連結合計として 120 億円の

営業利益となりました。また、経常利益は 117 億円、当

期純利益は 56 億円となりました。

※携帯電話事業の日本電気株式会社、株式会社日立製作所との事業統合に伴い、
株式会社カシオ日立モバイルコミュニケーションズ（連結子会社）は、平成 22
年 6 月に NEC カシオモバイルコミュニケーションズ株式会社に吸収合併し、同
社が持分法適用関連会社となりました。TFT 液晶事業の凸版印刷株式会社との事
業統合に伴い、同事業を承継した株式会社オルタステクノロジー（連結子会社）
は平成22年4月に持分法適用関連会社となり、高知カシオ株式会社（連結子会社）
は関係会社ではなくなりました。

科 目 2010 年度 2009 年度 2008 年度

経営成績

　売上高（百万円） 341,678 427,925 518,036
　営業利益（百万円） 12,042 △ 29,309 4,016
　経常利益（百万円） 11,702 △ 25,082 △ 1,442
　当期純利益（百万円） 5,682 △ 20,968 △ 23,149
　1 株当たり当期純利益（円） 20.90 △ 75.58 △ 83.62
財政状態

　総資産（百万円） 402,456 429,983 444,653
　純資産（百万円） 153,232 168,857 184,981
　1 株当たり純資産（円） 569.57 577.38 660.28
その他

　設備投資額（百万円） 6,183 10,068 16,157
　減価償却費（百万円） 7,674 12,657 14,839
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■売上高のセグメント別構成比

次期の業績見通し

　東日本大震災による影響を上期中に解決の目処をつ

け、通期で増益を目指します。主な施策は以下の通りで

す。

① 新規ネットサービス事業「カシオイメージングスク

エア」の本格展開を図ります。普通の写真が簡単に感

動的なアートに生まれ変わる独自のデジタル技術を駆

使して、サービス機能の強化・拡大を図ります。有料

サービスを開始し、確実に業績への貢献を目指します。

② 時計事業は、「G‒SHOCK」、「EDIFICE」といったブラ

ンドの世界市場における積極的なプロモーション展開

の継続と「SHEEN」、「Baby‒G」といった女性向けウ

オッチのラインナップ強化により、さらなる事業拡大

を図り、高収益性を維持していきます。

③ 電子辞書事業は、国内市場においては、引き続き

No.1 シェア維持と高収益性の維持を図ります。また、

海外市場においては、中国等での拡販を行い、事業拡

大を図ります。

④ 直販体制の強化により、新興国市場での販売拡大を

図ります。

売上高 3,300億円 （前期比　△ 3.4%）

営業利益 200億円 （前期比　+66.1%）

経常利益 180億円 （前期比　+53.8%）

当期純利益 100億円 （前期比　+76.0%）

コンシューマ

システム

その他

73.8%

12.6%

13.6%

ウオッチ、クロック、電子辞書、電卓、電子文具、
電子楽器、デジタルカメラ等

ハンディターミナル、電子レジスター（POS含む）、
オフィス・コンピューター、ページプリンタ、
データプロジェクター等

WLP 受託加工、LCD、金型等

売上高

売上高

売上高 252,083百万円

46,511百万円

43,084百万円 合計
341,678

百万円

■ 2011 年度業績見通し（連結）

2010 年度より、セグメントが変更になりました。
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